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○
調
査
日
時

　

平
成
26
年
２
月
26
日

　

平
成
26
年
６
月
３
日

○
調
査
場
所

　

標
茶
町
役
場
議
員
室

○
調
査
事
項

　

介
護
保
険
制
度
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て

１
、
調
査
の
経
過
及
び
内
容

　

介
護
認
定
者
は
、
平
成
12
年

の
実
施
時
に
２
２
０
名
だ
っ
た

の
が
、
平
成
25
年
に
は
５
５
２

名
と
14
年
間
に
約
２
、５
倍
に

増
加
し
て
い
る
。

　

今
後
、
法
改
正
に
基
づ
き
、

要
支
援
１
，
２（
訪
問
介
護
・

通
所
介
護
）
の
利
用
者
に
つ
い

て
、
平
成
29
年
４
月
ま
で
に
す

べ
て
の
市
町
村
で
実
施
す
る
。

（
介
護
保
険
か
ら
外
す
）

　

や
す
ら
ぎ
園
新
規
入
所
者
を

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

の
開
設
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
の
病

院
空
き
ベ
ッ
ド
の
利
活
用
、
軽

費
老
人
ホ
ー
ム「
駒
が
丘
荘
」

の
活
用
な
ど
、
早
い
段
階
で
の

実
現
を
、
町
を
先
頭
に
、
地
域

住
民
、
民
間
事
業
者
、
議
会
が

協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

総
務
経
済
委
員
会

陳
情
審
査
報
告

◆
審
査
事
項

陳
情
第
２
号「
規
制
改
革

会
議
意
見
書
の
取
扱
い
」

に
関
す
る
陳
情

◆
審
査
結
果

　

本
委
員
会
は
審
査
の
結
果
、

願
意
妥
当
と
判
断
し
採
択
す
べ

き
も
の
と
し
た
。

　

議
会
か
ら
農
業
委
員
会
委
員

に
次
の
２
名
を
推
薦
し
ま
し

た
。

　

橘　
　

澄
子
氏（
塘
路
）

　

熊
谷　

英
二
氏（
開
運
）

　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
議

員
表
彰
と
し
て
本
町
よ
り
２
名

の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
議
員
15
年
以
上
）

右
か
ら

　

平
川　

昌
昭　

議
長

　

川
村
多
美
男　

副
議
長

　

降
雨
に
伴
い
道
路
上
に
流
出

し
た
泥
に
よ
り
発
生
し
た
車
両

物
損
事
故
２
件
の
損
害
賠
償
を

し
た
も
の
で
す
。

原
則
、
要
介
護
３
以
上
に
限
定

す
る
。

　

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減

割
合
を
拡
大
す
る
が
、
同
時

に
、
一
定
以
上
の
所
得
（
年

１
６
０
万
円
）
の
あ
る
第
１
号

被
保
険
者
の
利
用
料
負
担
を
２

割
に
引
き
上
げ
る
。

　

委
員
会
の
所
見

今
回
の
介
護
保
険
法
の
改
正

は
、
調
査
内
容
に
あ
る
と
お

り
、
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
町
に

と
っ
て
も
き
び
し
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
や
利
用
料
の
引
き
上
げ
な

ど
も
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
町
が
計
画
を
策
定
す
る

に
当
た
り
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る「
標
茶
町
高
齢
者
実
態
調
査
」

（
町
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の

結
果
を
十
分
生
か
し
た
介
護
計

画
策
定
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
早
期
解
消
の
た
め
に
も
、
ま

た
、
今
後
の
超
高
齢
化
社
会
へ

の
迅
速
な
対
応
と
し
て
も
、
小

議
員
表
彰

専
決
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　

 

（
２
件
）

第
二
回
臨
時
会

問
今
年
度
の
人
事
発
令
で

住
民
課
に
発
令
さ
れ
た

参
事
職
の
役
割
に
つ
い
て

答答
業
務
量
の
分
散
の
た
め
、

喫
緊
の
課
題
対
応
の
た

め
、
環
境
衛
生
担
当
と
医
療
担

当
の
参
事
を
お
い
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
事
務

局
長
人
事
へ
の
要
請
が
あ
り
医

療
担
当
を
研
修
派
遣
と
し
て
充

て
た
。

問
月
刊
雑
誌
で
本
町
の
記

事
掲
載
。
町
と
し
て
の

対
応
は

答答
取
材
を
一
切
受
け
て
い

な
い
中
で
の
掲
載
で
驚

い
て
い
る
。
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意

見

書

陳
　
情

と
地
方
交
付
税
及
び
一
般
財
源

総
額
の
拡
大
を
は
か
る
事
な
ど

を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
十
九
号

規
制
改
革
会
議
意
見
書

の
取
り
扱
い
に
関
す
る

意
見
書

　
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
プ
ラ
ン
」
改
訂
に
あ

た
っ
て
は
、
真
に
農
業
者
の
所

得
向
上
・
地
域
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
向
上
・
国
民
に
対
す
る

食
料
供
給
の
安
定
確
保
・
農
地

の
適
正
利
用
に
資
す
る
観
点
か

ら
規
制
改
革
会
議
の
意
見
書
を

取
り
扱
う
こ
と
を
求
め
た
も
の

で
す
。

　

次
の
七
件
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
意
見
書
第
十
一
号

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
二

分
の
一
へ
の
復
元
、「
30

人
以
下
学
級
」
の
実
現

を
め
ざ
す
教
職
員
定
数

改
善
、
就
学
保
障
充
実

な
ど
２
０
１
５
年
度
国

◆
陳
情
第
二
号

規
制
改
革
会
議
意
見
書
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
陳
情

　

政
府
の
規
制
改
革
会
議
の
農

業
改
革
に
関
す
る
意
見
の
中

で
、
農
業
委
員
会
制
度
の
見
直

し
や
農
業
生
産
法
人
の
大
幅
な

要
件
緩
和
は
、
地
域
農
業
の
姿

を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
と
と
も

に
、
農
業
協
同
組
合
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
を
事
実
上
解
体
に
追
い

込
む
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
業
者
の
所
得
向
上
・
地
域
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
向
上
・
国

民
に
対
す
る
食
料
供
給
の
安
定

確
保
・
農
地
の
適
正
利
用
に
資

す
る
観
点
か
ら
規
制
改
革
会
議

の
意
見
書
を
取
り
扱
う
事
。

陳
情
者

　

標
茶
町
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長　

　
　
　
　
　
　

髙
取　
　

剛　

◦�

総
務
経
済
委
員
会
に
審
査
が

付
託
さ
れ
た
後
、
本
会
議
で

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

す
る
事
や
研
修
炭
鉱
に
対
す
る

支
援
措
置
を
講
じ
る
事
な
ど
を

求
め
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
十
号

地
域
や
子
ど
も
の
実
態

に
応
じ
た
高
校
づ
く
り

の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
　
「
公
立
高
校
配
置
計
画
」
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
保
護
者
・

地
元
住
民
な
ど
の
意
見
を
聞

き
、
一
方
的
な
策
定
は
行
わ
な

い
こ
と
。
希
望
す
る
す
べ
て
の

子
ど
も
が
地
元
の
高
校
へ
通
う

こ
と
の
で
き
る
後
期
中
等
教
育

を
保
障
す
る
た
め
の
検
討
を
す

す
め
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
も

の
で
す
。

◆
意
見
書
第
十
四
号

地
域
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
の
実
態
に
見

合
っ
た
歳
出
・
歳
入
を
的
確
に

見
積
も
る
た
め
に
は
、
国
と
地

方
自
治
体
の
十
分
な
協
議
を
保

障
し
た
上
で
決
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
財
政
需
要
を
的
確
に
把

握
し
、
増
大
す
る
地
域
の
財
政

需
要
に
見
合
う
地
方
財
政
計
画

家
予
算
編
成
に
お
け
る

教
育
予
算
確
保
・
拡
充

に
向
け
た
意
見
書

◆
意
見
書
第
十
二
号

特
定
秘
密
保
護
法
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書

◆
意
見
書
第
十
三
号

平
成
26
年
度
北
海
道
最

低
賃
金
改
正
等
に
関
す

る
意
見
書

◆
意
見
書
第
十
五
号

憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ

る
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

◆
意
見
書
第
十
六
号

教
育
委
員
会
制
度
改
悪

に
係
る
意
見
書

◆
意
見
書
第
十
七
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
即

時
撤
退
を
求
め
る
意
見

書◆
意
見
書
第
十
八
号

消
費
税
10
％
実
施
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書

　

次
の
五
件
の
意
見
書
が
可
決

さ
れ
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。

◆
意
見
書
第
八
号

道
州
制
導
入
に
断
固
反

対
す
る
意
見
書

　

道
州
は
も
と
よ
り
再
編
さ
れ

た「
基
礎
自
治
体
」
は
、
現
在

の
市
町
村
や
都
道
府
県
に
比

べ
、
住
民
と
行
政
と
の
距
離
が

格
段
に
遠
く
な
り
、
住
民
自
治

が
衰
退
し
て
し
ま
う
。

　

多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認

め
、
個
々
の
自
治
体
の
活
力
を

高
め
る
こ
と
が
、
国
力
の
増
強

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と
確

信
し
て
お
り
、
道
州
制
の
導
入

に
は
断
固
反
対
す
る
。

◆
意
見
書
第
九
号

炭
鉱
技
術
海
外
移
転
事

業
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書

　

我
が
国
へ
の
海
外
炭
の
安
定

供
給
の
着
実
な
確
保
を
目
指

し
、
炭
鉱
技
術
海
外
移
転
事
業

を
推
進
し
、
研
修
事
業
を
継
続


